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Ｉ．はじめに
　近年，少子高齢化や核家族化の進行に伴い，コミュニ
ティの弱体化や地域住民の社会的孤立などが社会的に問
題視されるようになり1），そうした社会に対応する形で，
人々の生活課題や教育・福祉ニーズに対応するために地
域社会を基盤として市民主導型・参加型の様々な相互支
援活動が草の根レベルで営まれるようになってきた2）。
　人々の孤立・分離化が進む社会において，異世代が相
互関係を育むことの意義は1960年代から唱えられ続けて
おり，米国では1960年代半ば以降，「世代間交流プログ
ラム」（intergenerational program）が提唱されるよう
になった3）。
　日本では，2010年６月に日本世代間交流学会が立ち上
がり，教育学，家族社会学，医療・福祉などの領域にお
いても独自の研究が蓄積され各現場で実践もされている
が，「世代間交流」に対する共通認識は徐々に図られつ
つも，学問の一領域としてのあり方が模索されている段
階である。
　北海道の高齢化率は，夕張市の46.4％（平成26年１月
現在）や上砂川町（44.7％）などを筆頭に4），全国平均
25.1％（平成26年版高齢社会白書）5）を大幅に上回る市
町村が多数存在し，少子高齢化が深刻な地域である。さ
らに積雪寒冷地域で生活する北海道住民において，年間
を通じて身体活動量を確保し，健康を維持増進すること
は子どもから高齢者まで多世代において重要な課題と
なっている。
　我々はこれまで，水中運動を活用した多世代間交流プ
ログラムの開発とその有用性について検証を行ってきた
が6）7），本研究報告では，水中だけではなく，陸上運動
も含めたより幅広い健康運動を活用した世代間交流プロ
グラムのあり方についてまとめる。
Ⅱ．世代間交流プログラムとは
１．世代間交流プログラムと世代間交流活動
　世代間交流プログラムとは，「高齢者と青少年の間
で互いの能力や知識を意図的・継続的に交換し合う社
会的媒体」という定義（International Consortium for 
Intergenerational Programs, 2002）が広く知られている。
世代間交流プログラムは，娯楽的・行事的な一過性のイ
ベントとは区別し，継続性を有し，体系的・組織的に展
開される世代間活動を指して用いる2）。「世代間交流活
動」という場合は，イベント型の一過性の活動から，学
校や施設において継続的・体系的に展開されている活動
まで含めて用い，「世代間交流プログラム」とは区別さ
れる2）。
２．世代間交流の分類
　世代間交流の範囲は幅広く，多様な概念を包括するも
のであり，柿沼8）は以下の通り，世代間交流の分類を行っ
ている。
①　サービス提供者と対象者による分類（一部改変）
　このうち，健康運動を活用したプログラムは双方向の
箇所に分類される。
②　目的による分類
　子育て，学力向上，青少年育成，高齢者介護，健康増
表１．サービス提供者と対象者8）
サービス提供者
高齢者 青少年 子ども 双方向
サービス
対象者
高齢者 施設・家訪問 施設訪問 おまつり
地域活動
伝承遊び
青少年 ライフヒストリー
子ども 読み聞かせ 授業支援
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進，いきがい，コミュニティづくり，地域環境改善，文
化伝承，退職者スキルの活用など。このうち，健康運動
を活用したプログラムは，健康増進，いきがい，コミュ
ニティづくりなどの幅広い目的と一致する。
③　活動内容による分類
　遊び，話し合い，学び合い，季節行事，子育て支援（子
育て広場），授業支援，地域ボランティアなど。これに
加え，健康運動を活用したプログラムは「運動」が活動
内容となる。
④　形態による分類
　行事参加，共同作業，分科伝承，生活共有，施設訪問，
施設開放，体験など。健康運動を活用したプログラムは
行事参加，共同作業，体験などに分類される。
⑤　実施主体による分類
　保育園，幼稚園，学校（小，中，高），大学，NPO，施設，
町内会，自治体など。このうち，健康運動を活用したプ
ログラムは，大学や施設，スポーツクラブなどに分類さ
れる。
　以上のように，世代間交流の内容は様々な観点からの
分類が可能である。さらに，柿沼8）は世代間交流を，①
交流に参加する個人の生涯発達にかかわるものと，②地
域社会の活性化にかかわるもの，と２側面に分け，世代
間交流の特徴を図１のように示している。
　現在，子育て支援・幼保育，学校教育，文化伝承など
多種多様な世代間交流プログラムが現場で実践されてい
るが，「健康運動を活用した世代間交流プログラム」は，
図中の色掛けしたキーワードと関連性が高く，特に，Ｉ
とⅡの生涯発達・生きがいのキーワード群に位置づけら
れるものといえる。
Ⅲ．健康運動を活用した世代間交流プログラムのあり方
　次に，健康運動を活用した世代間交流プログラムの意
義とそのあり方について考察する。
　藤原9）は，世代間交流の位置づけについて，世代間
交流プログラムを実践すること自体を目的とするの
か，地域社会の抱える諸問題の解決に向けて互恵的
（reciprocity）な福利を追求するためのひとつの手段と
してとらえるのか，そのねらいを明確にすることが重要
であると述べている。「健康運動を活用した世代間交流」
プログラムは，プログラム自体を実践することを目的と
することもできる（例えば，運動参加や，世代間交流の
きっかけづくりなど）。しかしながら，主目的は，運動
と社会的交流を活用した健康づくりである。具体的なプ
ログラムの内容について以下に考察した。
１）運動種目
　健康運動を活用した世代間交流プログラムは，様々な
年代にわたり異世代の参加が見込まれることから，多世
代が参加しやすい種目であることが必要である。その他，
安全性に配慮し，ルールや活動内容が理解しやすく，多
世代が楽しめることが種目選択基準となる。
　具体的には，水中運動プログラムなどが開発されてい
るが6）7），その他，陸上運動としては，Ｇボール，チェ
アエクササイズ，ストレッチング，リズム体操，ボール
レクリエーションなどが推奨される。特に，水中運動は
水の特性により多世代間交流に大変適した種目である。
２）運動強度
　運動効果を上げることを主目的に考えた場合は，目的
別，世代別，体力別の運動強度の設定が必要となってく
るが，運動のきっかけや習慣作り，世代間交流という視
点を考慮した運動強度であれば，体力水準の低い対象者
に推奨されているRPE11〜13程度の運動強度10）が妥当
であると考える。
　体力向上を主目的に置く場合は，世代間交流プログラ
ムそのものは，追加的な補足プログラムとして取り扱わ
れる。
　また，同一運動を行った場合，世代間でどの程度，運
動強度に対する身体応答の差が出るかについては，今後
検討していく必要がある。
図１．世代間交流関連キーワード群8）
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３）運動時間と運動頻度
　運動時間や運動頻度に関しては，ACSMの指針では，
健常成人の健康や体力増強には，中等度から高強度の有
酸素運動を１日20〜50分間，週３〜５回行うとされて
いるが11），身体活動量が低く，体力水準の低い者にとっ
ては実践が困難である。近年は，指針自体も徐々に変化
しつつあり，日本の「健康づくりのための身体活動基準
2013」では年代別により具体的な活動基準が示されてい
る。健康運動を活用した世代間交流プログラムに推奨さ
れる運動時間や運動頻度に関してもそうした活動基準に
見合った運動時間の設定が推奨される。しかしながら，
頻度に関しては，生活形態が異なる多世代が頻繁にとも
に活動することは時間の制約上難しく，他の運動プログ
ラムに追加する形で隔週や月1度の頻度で実施すること
が現実的ではないかと考える。
Ⅳ．まとめ
　本研究報告では，健康運動を活用した世代間交流プロ
グラムのあり方について考察を行った。本研究は，現在
進行中であり経過報告であるが，今後は，健康運動を活
用した世代間交流プログラムの開発，プログラムのプロ
セス評価とアウトカムの評価方法の検討や，プログラム
を単発で終わらせないための組織づくりと運営について
更に研究を進めていく予定である。
付　記
　本研究は，平成26年度北方圏生涯スポーツ研究セン
ター事業の助成を受けて実施されたものである。
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